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This study aims to examine the possibility of using debris flow sediment effectively as the substitution 
aggregate of sea sand. The debris flow sediment is dealt with as the trouble that has no way other than being used 
as for the reclamation. Its density and particle size are of good quality as fine aggregate for concrete. The debris 
flow sediment contains many volcanic minerals which cause ASR. Concrete with aggregate to cause ASR under 
the marine environment there is a fear that the reaction is accelerated by the penetration of chloride ions.  
In this study, the concrete that has taken the ASR control measures were exposed under marine environment, 
it was verified the inhibitory effect on ASR. Currently, the degradation of the concrete is not seen by the ASR but 
various test results 5 years after exposure has elapsed.  
  











































































海砂は，佐多沖産で密度 2.54 g/cm3，吸水率 2.64%，
粗粒率 2.13，川砂は蒲生産で密度 2.59 g/cm3，吸水率
3.04%，粗粒率 2.13 を使用した．流下土砂は，野尻川
を浚渫し赤水処理場に野積みされている桜島赤水処理


















赤水流下土砂 59 226 3.8
佐多産海砂 112 121 1.1


























に小さい．ASR の反応効率である Sc／Rc は 3.8 で，海































































セメント（高炉スラグ置換率 15%～65%）の ASR 抑制効
果を，図－3 にデンマーク法による高炉セメント（高

































































効果は，置換率 45%では浸せき期間が 8 週を経過した
時点で急激に膨張している．試験の最終材齢 13 週には
0.388%まで膨張した．しかし，置換率を 50%まで増加
























































































































高炉セメントの高炉スラグ置換率は 45%と 50%とした． 
 
５．６ 試験方法と供試体形状と寸法について 
圧縮強度試験は JIS A 1108，引張強度試験は JIS A 
1113，中性化深さ測定試験は JIS A 1152，長さ変化率
試験はJIS A1129-3， 動弾性係数測定試験はJIS A 1127， 
























骨材種類 セメント種類 水セメント比 スラグ置換率 細骨材率 曝露場所
飛沫帯
干満帯












































































































流下土砂 飛沫 流下土砂 干満 流下土砂 海中























流下土砂 飛沫 流下土砂 干満 流下土砂 海中























流下土砂 飛沫 流下土砂 干満 流下土砂 海中























流下土砂 飛沫 流下土砂 干満 流下土砂 海中







ト表面から 0.5 cm の位置に，1 cm～2 cm は 1.5 cm，2 
cm～3 cm は 2.5 cm，3 cm～5 cm は 4 cm，5 cm～7 cm































































飛沫帯 流下土砂 飛沫帯 海砂
干満帯 流下土砂 干満帯 海砂





















飛沫帯 流下土砂 飛沫帯 海砂
干満帯 流下土砂 干満帯 海砂





















飛沫帯 流下土砂 飛沫帯 海砂
干満帯 流下土砂 干満帯 海砂





















飛沫帯 流下土砂 飛沫帯 海砂
干満帯 流下土砂 干満帯 海砂





































流下土砂 普通 海砂 普通




















流下土砂 普通 海砂 普通





















流下土砂 普通 海砂 普通













































































流下土砂 飛沫 海砂 飛沫
流下土砂 干満 海砂 干満





















流下土砂 飛沫 海砂 飛沫
流下土砂 干満 海砂 干満
流下土砂 海中 海砂 海中
 





















流下土砂 飛沫 海砂 飛沫
流下土砂 干満 海砂 干満






















流下土砂 飛沫 海砂 飛沫
流下土砂 干満 海砂 干満




































































































































高炉45 飛沫 高炉50 飛沫
高炉45 干満 高炉50 干満
























高炉45 飛沫 高炉45 干満 高炉45 海中





















(2) 実海洋環境下に曝露して 5 年で全供試体において
膨張率が 0.1%を超えるものはなかった．流下土砂
を細骨材として用いたコンクリートが，海洋環境
下で ASR を促進している状況は見られない． 









いたコンクリートでも ASR の助長は確認できない． 
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